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これからの企業戦略として検討したい「健康経営オフィス」づくり 

◆オフィス環境の整備が企業価値・収益の向上につながる 

 「健康経営オフィス」という言葉をご存じですか？ 経済産業省の定義によれば、健康経営オフィス

とは、「健康を保持・増進する行動を誘発することで、働く人の心身の調和と活力の向上を図り、ひ

とりひとりがパフォーマンスを最大限に発揮できる場」のことです（同省「健康経営オフィスレポー

ト」）。 

 オフィスは従業員が日々、多くの時間を過ごす場所であり、そこでの働き方が従業員の健康に及ぼ

す影響は少なくありません。オフィス環境を整備することで、従業員の健康の保持・増進と健康的な

働き方が可能になれば、企業価値と収益性も向上します。そのために実現を目指すべきが健康経営オ

フィスであり、現在、これに戦略的に取り組もうとする企業が増えています。 

◆健康経営オフィスを実現するための取組み 

 健康経営オフィスを実現するためには、従業員が健康の保持・増進につながる行動を日常的に行え

るよう、オフィス環境を整備することが求められます。 

 具体的に、オフィス環境において従業員の健康を保持・増進する行動は、大きく、「快適性を感じ

ること」「コミュニケーションすること」「休憩・気分転換すること」「体を動かすこと」「適切な

食行動をとること」「清潔にすること」「健康意識を高めること」の７つに分類できるとされていま

す。こうした行動を導くため、什器・レイアウト・内装などの空間面や、照明・空調などの設備面、

ＩＣＴ・インフラなどの情報面、そして制度・ルールなどの運用面に着目して、オフィスの整備を行

っていくことになります。 

◆できるところから取組みを始めてみましょう 

 オフィスの整備というと「お金も時間もかかる」と思われがちですが、企業の実例をみてみると、

たとえば快適性を感じられるようにするために「ブラインドを上げて太陽の光を取り入れる時間帯を

つくる」、休憩・気分転換できるように「リラックスタイムを設ける」、体を動かすために「立ち仕

事スペースをつくる」など、すぐに実施できそうな取組みも多数見つけることができます。 

 企業にとっても従業員にとってもメリットの大きい、健康経営オフィス実現のための取組みを始め

てみませんか。 

 ☆☆☆☆☆ フォルテ労務より ☆☆☆☆☆  

■コロナワクチンを１２月１４日に接種しました。自分は毎回熱が出て、副反応がきついです。それ

でもできるだけリスクを減らすために今回５回目の接種を受けました。このような状況から早く脱

出したいものですが、すでに３年になろうとしています。 

■今年も皆様にお世話になり、１年が過ぎていこうとしています。今年の漢字一文字は「戦」でした

が、いろいろな意味が含まれていると思

います。来年もよろしくお願い致します。 


